
 

  

研究内容： 上皮-間葉転換による癌細胞転移の機序解明 

 

 厚生労働省が発表している日本の３大死因のトップが悪性新生物（癌）です。癌は転移を抑えることができれば、死亡

率が下がるといわれています。では、癌の転移はどのようなメカニズムで起こっているのでしょうか。私は培養細胞を用

いて、癌細胞転移の初期段階で重要な上皮-間葉転換（EMT）という現象に着目して研究を行っています。 

 

 EMTを引き起こすと報告されている転写因子（LEF-1、Snail）を培養細胞に強制発現させ、 

① 新たなシグナル伝達経路の存在を提唱（従来の LEF-1/β-カテニンではなく、新たな LEF-1結合因子の探索） 

② ある特定の糖鎖発現と EMT の関係性（EMT が起こる際糖鎖発現が低下するが、血行性転移により異所転移した

際の糖鎖発現の増加のメカニズム解析） 

この 2つのテーマで現在研究を進めています。 
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技術相談 

提供可能技術： 

・遺伝子ノックアウト 

・シグナル伝達 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


